
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上山市議会会議録 
 

第５２０回定例会 

本会議初日 

（令和４年３月２日） 
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  令和４年３月２日（水曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和４年３月２日（水曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ５ 議第 ３号 令和３年度上山市一般会計補正予算（第１２号） 

日程第 ６ 議第 ４号 令和３年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第 ５号 令和３年度上山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ８ 議第 ６号 令和３年度上山市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第 ７号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第 ８号 令和４年度上山市一般会計予算 

日程第１１ 議第 ９号 令和４年度上山市国民健康保険特別会計予算 

日程第１２ 議第１０号 令和４年度上山市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第１３ 議第１１号 令和４年度上山市介護保険特別会計予算 

日程第１４ 議第１２号 令和４年度上山市浄化槽事業特別会計予算 

日程第１５ 議第１３号 令和４年度上山市後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１６ 議第１４号 令和４年度上山市産業団地整備事業特別会計予算 

日程第１７ 議第１５号 令和４年度上山市水道事業会計予算 

日程第１８ 議第１６号 令和４年度上山市下水道事業会計予算 

日程第１９ 議第１７号 上山市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議第１８号 上山市個人情報保護条例及び上山市個人番号の利用及び特定個人情報の 

            提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議第１９号 上山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制 

            定について 

日程第２２ 議第２０号 上山市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議第２１号 上山市農村公園設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２４ 議第２２号 上山市医療給付条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２５ 議第２３号 上山市経塚斎場条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第２６ 議第２４号 上山市辺地に係る総合整備計画の変更について 

日程第２７ 議第２５号 市道路線の認定について 

日程第２８ 特別委員会（予算）の設置及び議案の付託 

日程第２９ 報告第１号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１４人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ６番   棚  井  裕  一  議員    ７番   谷  江  正  照  議員 

  ８番   尾  形  み ち 子  議員    ９番   川  口     豊  議員 

 １０番   中  川  と み 子  議員   １１番   神  保  光  一  議員 

 １２番   枝  松  直  樹  議員   １３番   川  崎  朋  巳  議員 

 １４番   髙  橋  義  明  議員   １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（１人） 

  ５番   髙  橋  要  市  議員 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 
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木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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開  会 

 

○長澤長右衛門議長 去る２月２１日告示にな

りました第５２０回定例会をただいまから開会

いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第１号によって進めます。 

 最初に、今期定例会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る２月２４日、今期定例会の日程について

協議するため、議会運営委員会を開きました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日から１７日までの１６日間と

することにいたしました。 
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 次に、会期日程について申し上げます。 

 本日は、本会議散会後に予算特別委員会を開

催し、各会計補正予算を審査することにいたし

ました。明３日は休会とし、４日は本会議を開

き、発言通告があった３人の議員が一般質問を

行い、その後、各会計補正予算の議決を行うこ

とにいたしました。 

 ５日から１６日までは休会とし、この間７日

から９日は予算特別委員会を開催し、令和４年

度予算について審査を行い、１０日及び１１日

は各常任委員会を開催することとし、１５日に

議会運営委員会を予定しております。 

 １７日の最終日は、本会議において付託事件

の審査結果について各委員長から報告を受けた

後、それぞれ議決して、第５２０回定例会を閉

会することにいたしました。 

 次に、本日の議事日程第１号について申し上

げます。 

 初めに、人事案１件について提案理由の説明

を受けた後、委員会付託及び質疑、討論を省略

して議決することにいたしました。 

 次に、議案２３件を一括議題とし、令和４年

度における施政方針の開陳とともに提案理由の

説明を受けることにいたしました。 

 なお、予算議案の審査に当たっては、特別委

員会を設置して、これに付託し、その他の議案

については、関係常任委員会に付託することに

いたしました。 

 最後に、専決処分の報告を受けることにいた

し、本日は以上をもって散会することにいたし

ました。 

 次に、４日の議事日程第２号について申し上

げます。 

 当日の本会議は一般質問でありますが、３人

の議員が順次質問を行い、質問終了後、各会計

補正予算５件の審査結果について、予算特別委

員長から報告を受けた後、議決することにいた

し、その後散会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、諸般の報告で

ありますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る２月２１日、上山市告示第１６号によっ

て、令和４年３月２日、上山市議会第５２０回

定例会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和４年２月２１日、議第３９４号をもって、

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５２０回定例会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、監査報告について 

 令和３年１１月４日から令和４年１月３１日

までの定期監査及び例月出納検査の結果報告が

参っておりますので、お手元に配付しておりま

す。 

 第４、請願の処理経過及び結果について 

 第５１７回定例会において採択いたしました
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請願について、回報されました処理経過及び結

果報告をお手元に配付しております。 

 第５、上山市議会報告について 

 令和３年１１月１日から令和４年２月２８日

までの議会庶務事項及び令和３年議会事務報告

をお手元に配付しております。 

 第６、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １４人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ３番 佐 藤 光 義  議員 

 １０番 中 川 とみ子  議員 

 １３番 川 崎 朋 巳  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○長澤長右衛門議長 日程第３、会期決定の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日から１７日までの１６日

間といたしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１７日までの１６日

間と決しました。 

 なお、会期中における諸会議の予定につきま

しては、お手元に配付いたしました会期日程表

のとおりでありますので、御了承願います。 

 重ねてお諮りいたします。 

 委員会審査等のため、本日から１７日までの

１６日間のうち、会議規則第１０条第１項の規

定による休会を除く３日、７日から１１日、１

４日から１６日の９日間を休会といたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、９日間を休会とすることに決しまし

た。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 諮問第１号 人権擁護委 

      員候補者の推薦について 

 

○長澤長右衛門議長 日程第４、諮問第１号人

権擁護委員候補者の推薦についてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦につい

てでありますが、来る６月３０日をもちまして

任期満了となります人権擁護委員について、上

山市軽井沢二丁目１番１号萩生田充知子氏を候

補者として推薦いたしたく、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会の意見を求める

ものであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 



－２６－ 

○長澤長右衛門議長 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております諮問第１号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１０番中川とみ

子議員から委員会の付託を省略されたいとの動

議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。７番谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております諮問第１号議

案につきましては、この際、質疑及び討論を省

略されることを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま７番谷江正照議

員から質疑及び討論を省略されたいとの動議が

提出され、所定の賛成者がありますので、動議

は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦につい

ては、これに同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第５ 議第３号 令和３年度上 

      山市一般会計補正予算 

      （第１２号）外２２件 

 

○長澤長右衛門議長 日程第５、議第３号令和

３年度上山市一般会計補正予算（第１２号）か

ら日程第２７、議第２５号市道路線の認定につ

いてまで計２３件を一括議題といたします。 

 この際、令和４年度施政方針についての開陳

及び日程第５、議第３号議案から日程第２７、

議第２５号議案までの計２３件について提案理

由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 第５２０回定例会の開会に

当たり、令和４年度における市政運営につきま

して、私の所信を申し上げます。 

 市民皆様の感染症対策やワクチン効果により、

本市の新型コロナウイルスの感染状況は落ち着

きを見せ、新しい生活様式により日常を取り戻

しつつありますが、予断を許さない状況にあり

ます。 
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 引き続き、感染が収束するまで、感染症対策

を講じるとともに、新型コロナウイルスにより

疲弊した市内経済を立て直すため、経済対策を

講じてまいります。 

 また、新型コロナウイルスワクチン接種につ

きましては、昨年同様、希望される方への３回

目接種と１２歳未満の接種について迅速かつ円

滑に実施してまいります。 

 近年、様々な場面で「ＳＤＧｓ」が注目され、

取り上げられております。「誰一人取り残さな

い」。このＳＤＧｓの理念は、本市が目指すま

ちづくりと一致するものであり、市民、団体、

行政がこの理念を共有し、持続可能で多様性と

包摂性のある社会の実現に向けた取組を推進し

てまいります。 

 ２０１５年９月に国連サミットで採択された

ＳＤＧｓには、１７の目標と１６９のターゲッ

トが示されております。その中の一つ「環境」

は、本市が先駆的に取り組んできた「上山型温

泉クアオルト事業」の重点プロジェクトである

３つの柱の一つでもあります。 

 今年、生誕１４０年を迎える郷土の歌人斎藤

茂吉も、四季折々の自然を讃えた歌を多く残し

ているように、本市には、先人から受け継いで

きた田畑や里山などの原風景があり、豊かな自

然環境とともに暮らしてまいりました。 

 一方、本市においても近年、集中豪雨など未

曽有の災害が頻発しており、全国各地で発生し

ている異常気象は、地球温暖化の進行が要因の

一つとされております。 

 国では、２０５０年に温室効果ガス排出実質

ゼロを目指すとしており、本市といたしまして

も、市が先頭に立ち、温室効果ガス排出削減に

向けて取組を加速してまいります。 

 令和４年度は、国の補助事業を活用しながら、 

大規模公共施設である体育文化センターや南小

学校のＺＥＢ化を目指すとともに、市域全体に

おける脱炭素に向けた取組を進め、地域課題の

解決や住民の暮らしの質の向上を目指してまい

ります。 

 コロナ禍にあって、社会は大きな変容を余儀

なくされましたが、これを変革のチャンスと捉

え、新たな時代に備えていく必要があります。 

 令和４年度は、故郷かみのやまを次の時代に

よりよい姿でつなぐため、今一度、ギアを上げ

てまいります。市民と行政が力を合わせ、コロ

ナ禍からの回復、そして、その先の持続可能な

社会づくりを実現すべく、スピード感をもって

リーダーシップを発揮してまいります。 

 令和４年度の主要施策について申し上げます。 

 第１に、はぐくむ「笑顔いっぱいのまち」に

ついてであります。 

 本市は、令和元年度に子ども子育て課を設置

し、少子化対策及び子育て支援策を総合的に推

進してまいりました。 

 令和４年度につきましても、引き続き子育て

世代のニーズを踏まえ、令和３年度に実施した

市立保育園等のＩＣＴ化に加え、母子保健アプ

リ導入によるプッシュ型情報提供の強化や予防

接種のスケジュール管理、オンラインによる相

談サービスを開始し、子育てデジタルトランス

フォーメーションを推進します。 

 また、コロナ禍・核家族化における子育て世

代の負担軽減と不安解消を図るため、県内初と

なる全妊産婦を対象とした育児代行などの家事

育児支援事業を開始するとともに、児童虐待や

ヤングケアラー・子どもの貧困対策として、新

たにヤングケアラーコーディネーターを配置し、

適切な対応をしてまいります。 

 学校教育につきましては、学校・家庭・地域
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が一体となって子どもたちを育み、豊かな人間

性と確かな学力を備えた未来の上山を担う人づ

くりに取り組んでまいります。 

 子どもたちが持つ個性や能力は無限大であり

ます。小中学校９年間の連携を大切にし、ふる

さと上山を愛し、誇りを持ち、生きる喜びを実

感できる指導を充実させるとともに、新たに南

小学校においてコミュニティ・スクールを実施

してまいります。 

 また、児童生徒が快適な環境のもとで学習が

できるよう、南小学校のＬＥＤ照明化や空調設

備改修によるＺＥＢ化、宮川中学校及び北中学

校のトイレ洋式化等に取り組んでまいります。 

 学校給食の米飯につきましては、山形連携中

枢都市圏のうち８市町が共同で建設した山形広

域炊飯施設により、安全で安心な米飯を提供し

てまいります。 

 令和３年度に開催された東京オリンピック・

パラリンピックでは、ポーランド共和国陸上競

技選手団、約１５０人が蔵王坊平アスリートヴ

ィレッジで事前合宿を行い、計１９個のメダル

を獲得いたしました。感染症対策により、市民

をあげて歓迎できなかったことは残念ではあり

ましたが、改めて蔵王坊平アスリートヴィレッ

ジが世界に通用するスポーツ拠点であることを

実感いたしました。 

 令和４年度につきましては、蔵王坊平アスリ

ートヴィレッジのさらなる利用者増による地域

経済活性化につなげるため、医科学スタッフ、

関係大学と連携し、準高地トレーニングとリカ

バリーを核とした効果検証を実施いたします。 

 公民館運営事業につきましては、本庁地区の

３公民館に指定管理者制度を導入し、住民主導

の公民館運営を推進するとともに、東地区及び

中川地区公民館のトイレ改修や東地区公民館の

ＬＥＤ改修など、市民が安全で快適に利用でき

る学習の場となるよう生涯学習施設の整備を図

ってまいります。 

 第２に、やすらぐ「元気であたたかいまち」

についてであります。 

 子どもの健全な育成を図るため、保護者から

のニーズが高い医療費の無料化を高校生等まで

に拡大するとともに、インフルエンザ予防接種

費用の一部助成についても対象者を中学３年生

までに拡大いたします。 

 市民の健康づくりにつきましては、健康増進

や生活習慣病予防の効果的な実施につながる

「かみのやま健康ポイント事業」を充実させて

まいります。 

 具体的には、働く世代が参加しやすい仕組み

づくりとして、試行的にスマートフォンアプリ

で参加できる環境整備を進め、従来の活動量計

も利用し、約１，２００人が体験できる体制を

整えます。また、行政主導から市民約１００人

の健康マイスターを中心とした市民主体の健康

づくり体制を構築してまいります。 

 高齢者支援につきましては、常設高齢者サロ

ン「まじゃれ」の運営充実に努めるとともに、

障がい者支援につきましては、地域全体で支え

る体制を構築し障がい福祉サービスの利用促進

を図るとともに、相談支援事業を継続し障がい

者の社会参加と自立支援を推進してまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響で急

増した生活困窮者と生活保護受給者の自立を支

援するため、新たに生活保護就労支援員を配置

いたします。 

 第３に、にぎわう「魅力と活力あふれるま

ち」についてであります。平成３１年１月から

分譲開始したかみのやま温泉インター産業団地

につきましては、分譲開始から３年で、約６ヘ
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クタールの分譲完了の見通しが立ちました。 

 令和４年度は、さらなる雇用創出の場を確保

するため、かみのやま温泉インター産業団地西

側の拡張整備に向けて、測量調査等を実施して

まいります。 

 また、令和３年度はコロナ禍の中、電子マネ

ーを活用した消費喚起策等、市内経済を回復さ

せる様々な経済対策を実施してまいりましたが、

令和４年度につきましても、新商品開発、販路

拡大、生産性向上等、個店の魅力向上につなが

る取組を支援するとともに、中心市街地の賑わ

い創出を図るため空き店舗への新規出店等、創

業支援を拡充してまいります。 

 観光振興では、日々変化する新型コロナウイ

ルス感染状況に対応するため、観光関係団体等

と一層緊密に連携を取りながら臨機応変に対応

してまいります。 

 また、本市を他市よりも持続的に「選ばれる

まち」として確立していくため、現在策定中の

「シティプロモーション活動指針」に基づき、

メディアを活用した東北・首都圏等への観光誘

客プロモーションやＳＮＳによる情報発信、市

政情報や自然・食などを始めとした地域資源の

魅力を広く伝える情報発信基地をかみのやま温

泉駅前の空き店舗に開設いたします。 

 さらに、令和４年８月には第６回「山の日」

全国大会が蔵王で開催されることから、山形

県・山形市と連携し、蔵王エリアのブランド化

を図るとともに、市内外から多くの人が訪れて

いるヴェンテンガルテンにつきましては、新た

な観光スポットとして確立させるため、花畑の

拡充を図ってまいります。 

 農業振興につきましては、地域で策定した

「人・農地プラン」の実現に向け、農業次世代

人材投資資金や農地利用効率化等支援事業を活

用して、認定農業者や認定新規就農者等の育成

及び農地の集積・集約化を進めるとともに、担

い手等経営確立支援事業により農業経営を支援

してまいります。 

 また、有害鳥獣対策につきましては、地域ぐ

るみの有害鳥獣対策をより一層進めるため、細

谷・阿弥陀地地区の広域防護柵設置など、各地

区の実情に沿った対策の実施に向けて支援して

まいります。 

 第４に、うるおう「快適に暮らせるまち」に

ついてであります。 

 都市計画事業につきましては、第２期上山市

都市マスタープラン及び上山市立地適正化計画

に基づき、安全・安心で快適に暮らせるコンパ

クトなまちの形成を進めてまいります。 

 特に、「市民の利便性を向上させ、良好な居

住環境を形成する都市生活拠点」と位置付ける

かみのやま温泉駅東エリア整備では、本市と連

携協定を締結した明海大学や地域住民、学校関

係者など２４人で構成するワークショップを立

ち上げ議論を深めておりますが、若者や子育て

世代から選ばれる居住環境の創出に向け、官と

民が連携し進めていくとともに、幹線道路・広

場等の基本設計の実施、整備後も市民や団体が

主体的にまちづくりに関わる体制づくりを構築

してまいります。 

 駅西エリアにつきましても、空き家や空き地

などを一体的に再編し、定住者の確保に向け、

風情あるまちなみ景観と利便性の高い居住空間

づくりを支援するとともに、本市の地域資源で

あるワインを中心とした新たな交流拠点の整備

を支援することにより交流人口の拡大、回遊性

と賑わいを創出し、都市の再生を図ってまいり

ます。 

 定住促進事業につきましては、若者向け共同
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住宅の民間建設支援、三世代同居世帯の定住と

ともに子育て世帯の移住・定住につなげるため

に、持家住宅建設等補助金による支援を行って

まいります。 

 また、特定空家等に認定された石堂地区の空

き工場の解体に向けて、危険空家解体事業補助

金による支援を行い、良好な居住環境を保全す

るほか、都市基盤整備では、道路・橋梁、公共

下水道施設の改築・更新等を実施し、安全・安

心な市民生活の確保と利便性の向上に努めてま

いります。 

 防災対策につきましては、中山地区などにお

けるハザードマップの見直し、市が管理する普

通河川の浚渫等を実施いたします。 

 消防・救急体制につきましては、令和３年度

に消防庁舎を改修・増築しコロナ禍でも市民の

安全・安心を守るための体制を整えましたが、

引き続き、計画的な施設、機器の更新を行うと

ともに、地域の実情に応じた消防団の再編成を

検討し、地域の防災力強化につなげてまいりま

す。 

 第５に、つながる「みんなで創る住みよいま

ち」についてであります。 

 １５周年を迎える上山型温泉クアオルト事業

につきましては、新たなクアオルトビジョンの

策定に着手するとともに、「クアオルト かみ

のやま未来シンポジウム」を開催し、認知度の

さらなる向上と“心と体がうるおうまち”のイ

メージ定着を図ってまいります。 

 また、県内外企業等に対し、健康経営支援に

よる蔵王高原坊平を中心とした地域への誘客促

進を図るため、本市資源を活用する健康プログ

ラムの提案活動を本格化するほか、地域資源を

活かした体験プログラム開発や人材育成など、

民間主導による受入体制構築に係る支援を行い

ながら、企業等が健康経営を体現するためのフ

ィールドを目指してまいります。 

 移住推進事業につきましては、首都圏からの

地方移住へのニーズの高まりを捉え、移住フェ

アや相談会等に積極的に参加し、お試し居住施

設を使用する移住希望者などと物件のマッチン

グを図り、本市への移住・定住を促進してまい

ります。 

 また、ふるさと納税につきましては、引き続

き全国に本市の魅力ある返礼品等をＰＲし寄附

を募るとともに、寄附者や本市にゆかりのある

方などを会員とする「かみのやまファンクラ

ブ」への加入を促進し、特産品の販路拡大や関

係人口の拡大を図ってまいります。 

 第６に､すすめる「施策実現のための行政運

営」についてであります。 

 全国の企業等に健康経営を促す本市が、自ら

健康経営を進める手本となることが重要であり

ます。現在、東北の自治体で初の取得を目指し

国の健康経営優良法人２０２２に申請中であり

ますが、引き続き、市職員の健康維持・増進を

促し、業務の生産性向上に努めてまいります。 

 また、職員の人材育成として、より広い視点

で施策立案ができる人材の育成と人的ネットワ

ークによる施策の推進を図るため、引き続き国

土交通省に職員を派遣いたします。 

 本市は、県内の高校生にＡＩに関する先端技

術やデータサイエンスを学ぶ機会を提供する

「山形ＡＩ部」の活動に賛同し山形の未来を創

る人材育成を支援しております。 

 デジタル化が遅れていると言われる行政にお

いても、行政サービスの向上と業務効率向上の

推進のため、デジタルトランスフォーメーショ

ンの推進が喫緊の課題であります。 

 そのため、時代に沿った組織や業務改革は必
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要不可欠であることから、新たに市政戦略課に

「デジタル推進係」を設置するとともに、デジ

タル化に関する専門的知識を持つ外部の方から

アドバイスを頂きながら、本市のデジタル化の

指針であるデジタルトランスフォーメーション

推進計画を策定し、スマートシティの実現に向

けた第一歩を踏み出します。 

 また、戸籍等の各種証明書をコンビニエンス

ストア等で取得できるシステムを構築するとと

もに、庁内においても、令和３年度から実施し

たリモートワークを推進するほか、文書管理シ

ステムを導入し庁内の業務効率化や働き方改革

を進めてまいります。 

 財政運営につきましては、中長期的視点に立

った健全な財政運営に努めるとともに、体育文

化センター駐車場の舗装工事や高野地区にある

元クリーンセンターの解体など、公共施設等の

適正な管理を行ってまいります。 

 以上、令和４年度の施政方針を申し述べまし

たが、第７次上山市振興計画の終盤を迎える令

和４年度は、各種事業の目標達成に向けた取組

を加速させるとともに、新たな本市の羅針盤で

ある第８次上山市振興計画の策定に着手いたし

ます。加えて、本市が令和４年度から過疎地域

に指定されることを踏まえ、過疎からの早期脱

却に向け、持続的発展計画を策定し、人口減

少・少子高齢化対策に最優先で対応してまいり

ます。 

 また、コロナ禍で実施できなかった車座ミー

ティングを開催し、市民の皆様とともにウイズ

コロナ、アフターコロナ時代を見据えた本市の

将来像について語り地域の宝を見出したいと考

えております。 

 これまで本市が取り組んできた協創の理念を

礎に、これからも市民の皆様と対話を重ね一つ

ひとつ課題を解決していくことが、数多くの自

治体の中から本市が選ばれ、持続的に発展する

まちになると確信しております。第８次上山市

振興計画につきましても、市民の皆様とともに

知恵を絞り、新たな時代を切り拓く、活力と創

造性に満ちた計画にしてまいります。 

 市民の皆様、議員各位の御理解と御協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議第８号から議第１６号までの

令和４年度の予算の概要について御説明申し上

げます。 

 令和４年度の一般会計当初予算額は、１５２

億３，０００万円といたしましたが、令和３年

度当初予算額と比較し７．３％の増となってお

ります。 

 歳入の主なものを申し上げますと、市税は、

新型コロナウイルス緊急経済対策における固定

資産税及び都市計画税の特例的な軽減措置の終

了などにより、全体では前年度比１１％増の３

５億６，０００万円を計上いたしました。 

 地方特例交付金は、固定資産税及び都市計画

税の特例的な軽減措置による減収額を補塡する

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補て

ん特別交付金の皆減などにより、前年度比９５．

２％減の１，７００万円を計上いたしました。 

 地方交付税は、地方財政対策などにより、前

年度比１０．２％増の４２億２，０００万円を

計上いたしました。 

 繰入金は、元クリーンセンター解体事業費に

充てる公共施設等保全整備基金取りくずしの皆

増などにより、前年度比８３．７％増の５億９，

０５１万円を計上いたしました。 

 市債は、地方財政対策などにより、臨時財政

対策債が前年度比４８．９％減の２億４，００

０万円となったことなどにより、前年度比２１．
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２％減の６億２７０万円を計上いたしました。 

 歳出の主なものを申し上げますと、義務的経

費につきましては、扶助費の増などにより、前

年度比０．５％増の６４億４，０１９万２，０

００円を計上いたしました。 

 消費的経費につきましては、新型コロナワク

チン接種事業費の皆増及び元クリーンセンター

解体事業費の増などにより物件費が増加するほ

か、除雪対策費の増などにより維持補修費が増

加し、前年度比２２％増の５３億６，０８８万

５，０００円を計上いたしました。 

 投資的経費につきましては、市単独道路整備

事業費及び県営土地改良事業負担金の増などに

より普通建設事業費が増加し、前年度比１３．

４％増の８億３４６万１，０００円を計上いた

しました。 

 その他の経費につきましては、商工業振興資

金融資原資預託金の減による貸付金の減少など

により、前年度比２．４％減の２６億２，５４

６万２，０００円を計上いたしました。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 国民健康保険特別会計は、３５億２，１００

万円を計上いたしました。特定健康診査の未受

診者対策や健康づくり推進事業として実施する

運動教室などを継続し、疾病予防と医療費適正

化に努めてまいります。 

 農業集落排水事業特別会計は、１億６，８０

０万円を計上いたしました。各処理施設の維持

管理などを実施してまいります。 

 介護保険特別会計は、４２億４，４００万円

を計上いたしました。令和３年度からスタート

した第８期介護保険事業計画に基づき、介護予

防や重度化防止のための事業を充実させてまい

ります。 

 浄化槽事業特別会計は、１，９００万円を計

上いたしました。浄化槽の維持管理を実施して

まいります。 

 後期高齢者医療特別会計は、５億４００万円

を計上いたしました。歳入では、保険料収入を

３億６，８３６万円計上し、歳出では、山形県

後期高齢者医療広域連合への納付金を４億９，

４９８万円計上いたしました。 

 産業団地整備事業特別会計は、１億６，８０

０万円を計上いたしました。かみのやま温泉イ

ンター産業団地の土地について企業への引渡し

を進め、整備のために借り入れた市債の償還を

進めてまいります。 

 水道事業会計は、収益的支出は７億６，００

０万円、資本的支出は３億４，８００万円をそ

れぞれ計上いたしました。基幹管路の耐震化や

配水管の更新などを計画的に実施するとともに、

将来にわたり安全で良質な水の供給を図るため、

「上山市水道ビジョン」の策定に取り組んでま

いります。 

 下水道事業会計は、収益的支出は９億７，１

００万円、資本的支出は７億７，３００万円を

それぞれ計上いたしました。浄水センターの設

備更新や久保手、皆沢地区における汚水管路の

整備を実施してまいります。 

 次に、議第３号から議第７号までの令和３年

度一般会計及び特別会計補正予算の概要につい

て御説明申し上げます。 

 初めに、一般会計についてでありますが、今

回の補正は、国の制度による保育士等の処遇改

善に係る経費など、緊急を要するもののほか、

これまで実施してきた新型コロナウイルス感染

症対策の財源更正や事業の確定に伴う予算の増

減額などの補正を行うものであります。 

 その結果、歳入歳出それぞれ２億１，６００

万円を追加し、予算の総額を１８１億９，１０



－３３－ 

０万円とするものであります。 

 繰越明許費につきましては、体育文化センタ

ーのエレベーター更新に要する経費や、国の補

正予算を活用して実施する事業などを令和４年

度に繰り越して執行するものであります。 

 債務負担行為につきましては、南小学校及び

体育文化センターのＺＥＢ化を目指す事業など

について追加するものであります。 

 地方債につきましては、事業の確定などに伴

い限度額を変更するものであります。 

 歳入につきましては、市税、地方譲与税、法

人事業税交付金、地方消費税交付金、地方交付

税及び寄附金を増額し、地方特例交付金、国庫

支出金、県支出金、繰入金、諸収入及び市債を

減額するものであります。 

 歳出の主なものを申し上げますと、２款総務

費では、減債基金及び公共施設等保全整備基金

への積立金などを増額するものであります。 

 ３款民生費では、国の補正予算を活用し、保

育士等の処遇改善を行う事業者に対する補助金

を計上するほか、決算見込みにより障がい児施

設給付・医療費の扶助費などを増額するもので

あります。また、決算見込みにより介護保険特

別会計繰出金を減額するものであります。 

 ４款衛生費では、決算見込みにより新型コロ

ナウイルスワクチンの１回目・２回目接種に要

する経費及び山形広域環境事務組合負担金を減

額するものであります。 

 ６款農林水産業費では、森林環境譲与税基金

への積立金を増額するほか、決算見込みにより

凍霜害の被害を受けた農業者に対する補助金な

どを減額するものであります。 

 ７款商工費では、かみのやま温泉インター産

業団地に立地した企業に対する補償金を計上す

るほか、決算見込みにより新型コロナウイルス

感染症対策費などを減額するものであります。 

 ８款土木費では、決算見込みにより県道路整

備事業負担金などを減額するものであります。 

 １０款教育費では、育英事業に対する寄附金

を奨学金貸付基金に積み立てるため繰出金を増

額するほか、事業費の確定に伴い、東京オリン

ピック・パラリンピックホストタウン推進事業

費などを減額するものであります。 

 １２款公債費では、市債の繰上償還に要する

経費を増額するほか、決算見込みにより市債利

子を減額するものであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 国民健康保険特別会計につきましては、歳入

歳出それぞれ２億７，０００万円を追加し、予

算の総額を３６億３，６００万円とするもので

あります。 

 農業集落排水事業特別会計につきましては、

歳入歳出それぞれ５，４００万円を追加し、予

算の総額を２億４，９００万円とするものであ

ります。 

 介護保険特別会計につきましては、歳入歳出

それぞれ２億２，３００万円を減額し、予算の

総額を４０億８，９００万円とするものであり

ます。 

 産業団地整備事業特別会計につきましては、

歳入歳出それぞれ１億３，２６０万円を追加し、

予算の総額を７億５，４００万円とするもので

あります。 

 最後に、条例等の議案について御説明申し上

げます。 

 初めに、議第１７号上山市課設置条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

庶務課、市政戦略課、財政課及び観光・ブラン

ド推進課の分掌事務を改めるため提案するもの

であります。 
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 次に、議第１８号上山市個人情報保護条例及

び上山市個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてでありますが、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の一部改正に伴い、必要な改正を行うため提

案するものであります。 

 次に、議第１９号上山市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてでありますが、不妊治療のための休暇

を新設するため提案するものであります。 

 次に、議第２０号上山市市税条例の一部を改

正する条例の制定についてでありますが、地方

税法等の一部改正に伴い、必要な改正を行うた

め提案するものであります。 

 次に、議第２１号上山市農村公園設置条例の

一部を改正する条例の制定についてであります

が、金生せせらぎ公園を廃止するため提案する

ものであります。 

 次に、議第２２号上山市医療給付条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

子育て支援医療給付の対象者を１８歳まで拡大

することに伴い、必要な改正を行うため提案す

るものであります。 

 次に、議第２３号上山市経塚斎場条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

社会福祉施設に入所又は入院のため転出した者

が死亡した場合の斎場使用料を無料とするため

提案するものであります。 

 次に、議第２４号上山市辺地に係る総合整備

計画の変更についてでありますが、道路施設整

備事業の事業費を増額するため提案するもので

あります。 

 次に、議第２５号市道路線の認定についてで

ありますが、道路網の整備等に伴い、市道の路

線を認定する必要があるため、道路法の規定に

より提案するものであります。 

 以上、提案理由の大要について御説明申し上

げましたが、各議案の詳細につきましては、関

係課長から説明申し上げますので、よろしく御

審議の上、御可決くださいますようお願い申し

上げます。 

○長澤長右衛門議長 この際１０分間休憩いた

します。 

    午前１０時５３分 休 憩 

                  

    午前１１時０３分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 これより総括質疑に入ります。 

 通告がありますので、順次発言を許します。 

 最初に、１３番川崎朋巳議員。 

〔１３番 川崎朋巳議員 登壇〕 

○１３番 川崎朋巳議員 議席番号１３番、会

派孝山会、川崎朋巳であります。 

 令和４年度施政方針等からみる課題と事業の

展開について、通告に従いまして、総括質疑を

行います。 

 初めに、今後の市街地整備の考え方について

であります。 

 コンパクトなまちの形成を基本理念とした第

２期上山市都市マスタープランが平成３１年２

月に、また、安全・安心なまちづくりに向けて

防災指針を踏まえた上山市立地適正化計画が令

和４年１月に公表されました。 

 令和４年度においては、駅を含めた駅西側に

おける取組に加え、新たな交流拠点の整備に対

する支援、駅東側の低未利用地における官民一

体の開発に向けた取組と特定空家等に認定され

た駅東側の空き工場の解体支援など大きな動き
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が見られます。 

 そこで、市街地であるこれら地域における取

組のより具体的な内容と将来的な人口減少対策

としての定住促進策について御所見を伺います。 

 次に、過疎地域指定による影響と解消に向け

た取組についてであります。 

 令和２年の国勢調査の結果を受け、令和４年

度から新たに追加される６５団体の一つとして、 

令和４年１月、本市が過疎自治体に指定される

旨の発表がありました。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措

置法に基づき自治体に通知、４月１日付の官報

で政府による公示となります。現在全国で１，

７１８の市町村のうち、８２０の団体が過疎指

定を受けており、市内の全域が過疎地域と指定

される全部過疎の団体は本市を含め３６増加し、

平成の大合併による特例で合併前の旧市町村が

過疎対象となる団体が２９増加することにより、

過疎地域は全国の市町村の５１．５％に当たる

８８５団体となるようです。 

 過疎地域の指定に当たっては、人口減少率や

財政力指数等の要件を基に指定され、過疎地域

指定からの脱却に向けた持続的発展計画の策定

後、有利な起債を活用したハード、ソフトにわ

たる事業に着手できる見込みですが、令和２年

の要件判断では過疎地域指定から指定除外にな

った団体は一つもなく、指定により第７次上山

市振興計画の協創の理念の下、市勢発展に尽力

されてきた市民の中にも大きく動揺が広がって

いることも事実であります。 

 このたびの過疎地域指定により市民に与える

影響と、過疎地域からの早期脱却に向けた今後

の取組について、市長の御所見を伺います。 

 最後に、デジタル化の推進に向けた取組であ

ります。 

 我が国においては、デジタル社会の形成が国

際競争力の強化や国民の利便性の向上につなが

るとともに、急速な少子高齢化への対応など、

直面する課題を解決するため極めて重要と捉え、

マイナンバーカードのオンライン化の手続の推

進に加え、デジタル社会の形成に関する行政業

務の迅速かつ重点的な遂行を目的として、令和

３年９月にデジタル庁を設置いたしました。 

 また、本市では、これまでＧＩＧＡスクール

構想に基づく児童生徒の学習環境の充実や市内

の児童施設にタブレットを配置することで保育

の質の向上と体制の充実が図られるなど、ＩＣ

Ｔの活用が進められています。 

 自治体がデジタル化を推進する効果として行

政事務の効率化と市民の利便性の向上が考えら

れます。加えて、市民と職員のコロナ感染リス

クの軽減にもつながります。令和４年度におけ

る本市のデジタル化推進に向けた取組とその効

果について、市長の御所見を伺います。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 １３番川崎朋巳議員の御質

問にお答えいたします。 

 初めに、今後の市街地整備の考え方について

申し上げます。 

 令和４年度は、駅西側において、景観づくり

に対する支援を拡充するほか、交流施設の整備

等を行う事業者に対する「ランドバンクエリア

活性化補助金」を創設し、エリア内への人流を

誘導し回遊性を高めながら、魅力の再創出を図

ってまいります。 

 また、低未利用地が多くある駅東側において

は、現在、連携する大学と協力し、整備基本構

想の策定に向けて市民主体のワークショップを

開催しております。今後も、市民との対話を続
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けながら公共空間の基本設計を行うほか、空き

工場の解体支援など、若者や子育て世代に選ば

れる新しいまちづくりに向けて取り組んでまい

ります。 

 引き続き、市の玄関口である駅を中心とした

東西それぞれの特色を生かした魅力あるまちづ

くりを進めてまいります。 

 次に、過疎地域指定による影響と解消に向け

た取組について申し上げます。 

 過疎地域指定によるマイナスイメージへの懸

念はありますが、市民生活への直接的な影響は

ないものと考えております。 

 過疎地域指定により、過疎債など国の様々な

支援を受けることが可能となることから、令和

４年度に過疎地域持続的発展計画を策定し、人

口減少を抑制する事業や道路整備など、市民生

活の利便性向上につながる事業をこれまで以上

に集中的に取り組むことで、過疎地域からの早

期脱却を目指すとともに、さらなるまちづくり

に対する市民の意識高揚を図ってまいります。 

 次に、デジタル化の推進に向けた取組につい

て申し上げます。 

 デジタル化の推進につきましては、これまで

健康、子育て及び教育の場においてＩＣＴの導

入や民間主導による電子マネーを活用した事業

の支援などを行ってまいりました。 

 令和４年度は、国の自治体デジタル・トラン

スフォーメーション推進計画を踏まえ、市の計

画を策定し、デジタル技術やデータを活用した

さらなる市民の利便性向上や行政サービスの向

上につなげてまいります。 

 また、市政戦略課に「デジタル推進係」を新

設し、専門的な知識のある外部人材を招き入れ

アドバイスを受けることで、デジタル化の推進

を加速させてまいります。 

○長澤長右衛門議長 川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 順次改めて質問をさ

せていただきます。 

 初めに、今後の市街地整備の考え方について

であります。先ほど市長から答弁ありましたよ

うに、駅西に関する役割、駅東または空き工場

の解体支援等についての今後の考え方等を伺っ

たと思います。改めて、大まかにではあります

けれども、駅の西部に関しては、エリア内への

人流を誘導して回遊性を高めながら、魅力の再

創出を図ってまいりたいという旨の回答であっ

たかと思います。 

 一方、駅東については、若者や子育て世代に

選ばれるような新しいまちづくりに向けたとい

うような回答であったと記憶しておりますけれ

ども、大まかに考えた中で、駅西に関するより

も駅東に関しては今後の大まかな居住に関する

土地としての利用、また駅西に関しては交流人

口の拡大と申しましょうか、そのような西と東

の役割として考えておられるのかについて、ま

ず御回答をお願いしたいと思います。 

 次に、２つ目の過疎地域指定による影響と解

消に向けた取組について、改めて質問を行いま

す。 

 まず、マイナスイメージへの懸念はあります

が、市民生活への直接的な影響はないというふ

うに考えておられるとのことでございます。 

 このたび過疎地域に指定されるに当たって、

前段壇上でも申し上げましたように、有利な起

債等を用いたハードやソフトの事業、様々なも

のが考えられますし、これまで本市以前に過疎

に指定された自治体等の状況も伺うと、本当に

有利な起債を利用した様々な取組が行われてい

ますし、過疎地域に指定されたとはいえ、物す

ごく魅力的な自治体経営につながるのかなと一
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方感じたところでございます。 

 その一方で、今回指定されたデメリットとい

たしまして、市民の方がやっぱり物すごく今回

どういうことなんだと、そんな話が多く聞かれ

たところであります。数年前、日本創成会議が

消滅可能性都市ということで発表しましたが、

本市もその中に入っていたかと思います。その

ときとも比較して、本市の今回の過疎地域指定

による市民の動揺は大きいのではないかと感じ

たところであります。 

 その理由として考えてみますと、本市は第７

次振興計画に基づいて協創という理念の下にま

ちづくりを、市民の方の考えとか活動等も官民

の力を利用した上で７次振の目標達成というこ

とで取り組んできたという経緯があって、この

まちへの思いと、これからの将来を考えた上で

まちのための活動をしてくださった市民の方か

らしてみれば、７次振で目標達成ということが

イコール過疎になるような自治体にならないん

ではないかと、そういうようなニアリーイコー

ルの考えがあったのかなと感じたところでござ

います。 

 一生懸命、今後の市のために活動してきたに

もかかわらず、何で過疎地域に指定されてしま

うんだと、そのような非常に落胆したような感

情というのが、前回の日本創成会議の消滅可能

性都市のときに比べても大きいのかなと感じた

ところでございます。そこで、今回の過疎地域

指定における７次振の目標数値との考え方につ

いて、改めて現状の考えをお伺いしたいと思い

ます。 

 続きまして、デジタル化の推進に向けた取組

ということで伺います。デジタルに関しては、

もう既にデジタル化に関する計画等をつくって

取組を始めているような自治体もあるのかなと

思います。デジタル化の推進については、もち

ろんすぐに始められるようなものではなくて、

どんな事業においてもその親和性というものが

あると思うんですね。 

 例えば、何もないところでいきなり関係のな

い事業を始めたとしても、それが長続きするか

どうかというのは、例えばもともとデジタルに

たけた方がその自治体に居住されている、また

はデジタルに強い民間業者がいる等の理由でデ

ジタルに関する取組を始めた自治体との温度差

というか、その親和性によって、今後の将来的

な発展と関係してくる部分なのかなと思います。 

 総体的に考えて、令和４年度よりデジタルに

関する取組を具体的に始めるということであり

ますが、比較した中で、上山市のデジタルに関

する取組はどのようであるかについてのまず所

感をお伺いしたいということと、新たにデジタ

ル推進係を新設されるということですけれども、

デジタル推進係の担う具体的な役割、またその

具体的な役割が施政方針にもあるように今後の

スマートシティにどのようにつながっていくの

かについて、改めて御回答をお願いしたいと思

います。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 まず、第１点目の駅東、駅

西の考え方でございますが、これにつきまして

は、駅東は若者に選ばれる新しいまちづくりに

向けたということですけれども、今まで住環境

の整備等をやっている中では、やはり駅東地区

が若者といいましょうか、若い世代に人気があ

るというようなことは実証済みでございまして、

例えば東町は数年前１８人も子どもが一気に増

えたというような事例もあるように、やはり若

い方々というのは新しい住宅地に住むことには

あまり抵抗ないかもしれませんけれども、駅西
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のようないわゆる既存の住宅地で例えば空き家

があるといっても、そこの地域のコミュニティ

になかなかなじまないとかですね。やはり、周

りが独り暮らしで、そこに若い世代が入ってい

ったら生活がどうなることか、そういうことも

あってなかなか難しいという面がございます。

実績等にもおいてもそういう状況にありますの

で、我々といたしましては未利用地もある、あ

と工場跡地もあるというようなことを鑑みなが

ら、若い世代というのもいろいろ年齢差はある

と思いますけれども、そういう感覚でございま

す。 

 一方、駅西につきましては、高齢化が進んで

いる、独り暮らしも多い、あるいは高齢者も多

いということの中で、一戸一戸の住宅を売買す

るということは可能であろうか分かりませんけ

れども、一体的にというのはなかなか難しい状

況にもあります。例えば、不在地主であったり、

いろいろそういう面があるので、やはりそこは

粘り強くきちっとそのエリア内の計画というも

のをつくっていく必要があると思いますし、と

りわけトキワ館跡地があるわけでございますが、

そういったところについては、交流人口といい

ましょうか、にぎわいの創出とか、そういった

ことをやっていこうということで進めていると

いう現状にありますので、これからまだ議論の

余地はたくさんあると思います。ですけれども、

やはり考え方としてはそういう方向でというよ

うなことが現状にあります。 

 ２番目の過疎指定でございますが、これはイ

メージとしては大変よくないといいましょうか、

何で山形の隣が過疎地だと言われるわけですし、

また市民の方もそう考えている方も多いんでは

ないかなと思います。しかし、これは統計上の

ことで、令和２年の人口動向の中で急激に人口

が減ったということでの指定でございますので、

これは申請したものでもございませんし、それ

は規定といいましょうか、そういう中での指定

ですから、それはきちっと受け止めなければな

らないと思っております。 

 ただ、市民の方々がどうなのかと、あるいは

第７次振興計画がどうなのかということではあ

りますが、以前からやはり上山市は１３市の中

でも非常に子どもの生まれる数が少ないという

ことがあったわけですから、だからこそ子ども

子育て課もつくって、少しでも生まれる子ども

を多くしていこうというような考え方の中で課

設置をしたわけですが、しかし、依然としてや

っぱり厳しい状況にあるわけです。 

 しかし、何もしてこないわけではなかったん

ですよね。７次振興計画も含めていろんなこと

をやってきたわけですが、現実に結果としてそ

れが数値としてきちっとした我々が望むような

数値にはならなかったということでございます

ので、ですからここは指定を受けた受けないは

別にして、今まで我々が第７次振興計画を立て

てそれを実行してきた。そしてまた、第８次を

つくるわけでございますが、そういった今まで

のことを継続しながら、そしてまた検証しなが

ら、この人口減少が今回の過疎指定には一番大

きな要因であったわけでございますので、それ

をきちっとやっていくということだと思います。 

 あとは、起債とか交付税措置７０％とかいろ

いろな優遇措置がありますので、いわゆる市民

の生活が潤う、あるいは市民の生活が今まで以

上に利便性がよくなるような施策展開について

は有利なものがありますので、逆にそれは前倒

しといいましょうか、そういう形でやはりやっ

ていくという方法もあるわけなので、ここはき

っちりと計画を立てた上で実行していきたいと
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思っております。 

 ３番目のデジタル化でございますが、これは

政府もデジタル庁を設けてデジタル化を日本全

国に広めていこうと、やっていこうということ

でございますし、本市におきましても決して進

んでいる状況ではないと私も感じておるところ

でございます。これは行政においても、あるい

は市民生活においても言われることでございま

すし、特にこれから過疎化が進んでいく中での

周辺部も、医療体制をどうしていくとか、ある

いは庁内においてもペーパーレス化を図ってい

くとか、いろんなよい点があるわけですけれど

も、ただ、先ほど話しましたように、推進係の

中には専門家も招致して、そしてみんなで考え

ていくということでございますので、ちょっと

時間はかかるかもしれませんけれども、国の流

れも世の中の流れもそういう方向に進んでると

いうことは間違いないわけでございますので、

これに力を入れて進めていきたいと考えていま

す。具体的なことは担当課長から説明いたしま

す。 

○長澤長右衛門議長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 デジタル化の部分に

つきまして、補足で説明申し上げます。 

 デジタル化、先ほど市長からもありましたよ

うに、本市の中でも取り組んできた部分とそう

でない部分がございます。例えば取り組んでき

た部分では、健康ポイント事業の活用、学校や

保育現場におけるＩＣＴ化、あとは民間の購買

のところの部分についてのデジタル化の導入な

どについては推進してきたところでございます。 

 ただ、デジタル化を進めるために何か新しい

ことをするというよりも、地域課題をデジタル

化でどのように解決できるかというところが主

眼になってくるかと思いますので、本市の抱え

ている地域課題のところ、先ほど市長からもあ

りましたけれども、そのようなところがデジタ

ル化で解消できる部分がどのような部分なのか

といったことなどについても、専門家からアド

バイスを受けながら計画を策定していきたいと

考えております。 

 特にデジタル推進係につきましては、これま

で企画立案部分が市政戦略課、庁内のそういっ

たデジタルの運営管理については財政課と分か

れていたところを統一化することによって、一

本化した上でしっかりと市の全体的な課題、ま

た将来的な課題を見据えながら、推進役として

トータルコーディネートしていくという役割と

考えているところでございます。 

 スマートシティの中では、やはり課題解決の

中でどういったことが取り組めるのかという部

分が主眼になりますので、スマートシティあり

きという考え方ではなくて、先ほどの課題解決

に向けて手法としてデジタル化がどのように役

立つかという考え方で進めてまいりたいと思っ

ております。 

○長澤長右衛門議長 川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 それでは、最後に質

問をさせていただきます。 

 また、順を追って市街地からについてであり

ます。 

 まず、市長からコミュニティに関する回答が

あったと思います。まず、コミュニティのこと

について考えたときに、本市においては本当に

戸数がもう数軒しかないような地区もある一方

で、新しいコミュニティが生まれる、その一方

の弊害として、例えば地区の行事に対するその

参画意識だとか、そういうところにちょっと問

題があると言っていいか分からないですけれど

も、そのコミュニティの関係が希薄になってい
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るような地区というようなものもあるのかなと

考えております。 

 それで、まず駅東については若者や子育て世

代かなということでありますが、今後、どうや

って若者や子育て世帯に駅東に居住していただ

くかという話になってこようかと思うんですが、

前段市長からお話があったように、まず本市が

コンパクト化を掲げて、施政方針に向き合って

いると。すなわち、人口減少という観点からい

うと、社会減をいかに食い止めるか。つまり、

本市に居住されている方が市外に出ていかない

ような取組として駅東に誘導するという考え方

が、まず１点あるのかなと思います。 

 もう一点は、駅東に関して市外の方からの誘

導が見込めるのではないかなと。その理由とし

ては、本市で策定したまち・ひと・しごと創生

総合戦略、市外から転入されて上山の不満点と

いうアンケートの項目だったのかなと記憶して

おりますが、後ほど御確認いただきたいと思う

のですが、大都市へのアクセスへの不便を感じ

るという意見が物すごく多かったように記憶し

ています。 

 本市、特に駅東区域においては、新幹線で首

都圏まで３時間かからないような好立地である

と。市外の方が本市へ転入されて、あそこの立

地というのはそういう方が不満を感じないよう

な好立地であるのではないかと思うと、本市に

住んでる方が市外へ流出しないような手だて、

またはよその地域の方が本市に居住を選択する

手だて、両方今後の方向性として考えられます。 

 今後の考え方、市民の方との話合いの中でと

いうことになろうかと思いますが、今後の駅東

に関する人口誘導の考え方について、現状どの

ように考えているかということを、まず１点お

伺いします。 

 次に、過疎についてであります。過疎につい

てはおおむね、有利な起債もありますし、影響

は出ないけれども、今後脱却に向けて取り組ん

でいくということで、８次振策定に当たって過

疎地域指定からの脱却という部分が影響してく

るのかと思いますけれども、どの程度反映され

るのかということが１点。 

 あと、令和３年度施政方針に関してこの場で

市長と議論をさせていただいた中で、令和３年

度、コロナによって地方に目が向くことによっ

て、首都圏なり大都市なりの一極集中が解消さ

れるんではないかというような議論のやり取り

させていただいたと記憶しておりますけれども、

現状、５割を超える自治体が何らかの過疎指定

等も関係してくるということを考えたら、決し

て一極集中が少しでも改善されているという傾

向とは言えないのではないのかなと判断せざる

を得ないと思っております。今後のまず一極集

中化に関する御所見とその解消についての御所

見をお伺いしたいなと思います。 

 最後に、デジタル化についてですが、ようや

く歩み始めたところであるということでござい

ます。ただ、デジタル化についても、まず市街

化についても、過疎についてもというところな

んですけれども、ほかの地域に比べて上山市が

選ばれるような取組をしていかなければならな

いということに尽きるのかなと思います。その

ためには、施策が金太郎あめ的であってはなり

ませんし、ほかの地域との違いを生み出すため

にもシティプロモーション等に関する役割は大

きいと思いますし、押しなべて全庁的取組がや

はり必要となってくるのかなと。それぞれの担

当課が頑張るのではなくて、横のつながりをよ

り強固にして全庁的な取組が必要になってくる

のかなと。そういうことでより選ばれる上山市
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となってくるのかなと思います。 

 改めて、以上、質問した点についての御回答

をお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 最初の件でございますが、

人口減少を分析しますと、まず一番大きいのは

亡くなられる方が多いと。５００人ぐらいだと

思いますが、生まれる方が１３０人ぐらいであ

り、おのずと分かるわけですよね。若干埋めて

いるといいましょうか、フィフティー・フィフ

ティーぐらいなのが社会動向ということでござ

います。亡くなる方はこれはやむを得ないわけ

ですから、生まれる子どもの数、これをやはり

増やしていくということは至上命題だと思うん

ですよね。なかなか難しいかもしれませんけれ

ども、でもこれは人口減少の柱に置かないとい

けないと思っています。 

 その人口減少、いわゆる生まれる子どもを増

加させていくといえども、なかなか特効薬もな

いわけでございますので、だからそこはやっぱ

り時間がかかると思うんですよね。ですから、

そこは柱に据えながら力を入れていくと同時に、

やはり今駅東の部分もありますし、またみはら

しも全部完売いたしましたけれども、そういっ

た社会動向をいかにプラスの面に持っていくか

というのが併せての課題だと思います。 

 そういう中で、やはり現在の駅東、民間開発

をやっているわけでございますが、二、三割は

市外から来ているようだというお話も承ってお

りますが、ただ市内の方を逃さないということ

も大前提ですが、ただそれでは増えないわけで

すよね。戸数は増えるけれども人口が増えない

ということですから、だからそのバランスとい

いましょうかね。バランスというよりも要する

にこれは最後の質問に通ずるんですけれども、

やはり魅力あるまちといいましょうか、それを

つくっていかないと、ただ優良住宅だけでは来

てもらえない部分があるわけでございますので、

それはやはりまちの魅力であったり、あるいは

利便性であったりいろいろあると思いますが、

個人の価値観がありますから一概には言えない

部分がありますけれども、でも平均的な考え方

の中ではこのまちがと選ばれるような、これは

自然とかいろんなこともあるし、また政策面も

あるわけですし、まちづくりもあるわけですが、

これは一体的に考えていかなければならないと

考えております。 

 あと、先ほどの過疎地の一極集中でございま

すが、これはコロナ禍に入ってから東京から地

方に、いわゆる東京から出る方が増えてきたと

いうようなデータもあるわけでございますが、

ただこれは企業の本社機能が東京にある限り、

なかなか一極集中というものは解消できないと

思っています。コマツが石川県に本社機能の一

部を移転したわけですが、やっぱりああいうこ

とが起きないとなかなかリモートで仕事ができ

るとか、いろいろそういった方策ができてきま

したけれども、根本的に一極集中を廃止すると

きにはやっぱり本社機能とかそういうものを移

転しないと、本当に数字に見えるといいましょ

うか、目に見えるといいましょうか、そういう

ことはなかなか難しいだろうと思います。 

 ただ、しかし、そう言っておったばかりでは

何もならないわけですから、我々のような地方

自治体でも何人かの方に上山に移住していただ

く、住んでいただくという方策は常に持ち合わ

せながら政策を展開していかなければと考えて

おるところでございます。 

 あと、デジタル化でございますが、先ほどの

話に尽きると思いますが、ただやっぱりどうい
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う形でこの上山市のまちづくりをしていくかと

いう大前提の中で、デジタル化でどういうとこ

ろに力を入れていくとか、やはりそれぞれのま

ちによって特徴といいましょうか、あると思う

んですよね。ですから、上山市の課題の中でデ

ジタル化を進めることによって解消なり、ある

いは発展できるというものがどこにあるのかど

うかということはやっぱり計画の中できちっと

つかんで、そういったいわゆる効率的といいま

しょうか、そういうことも含めた中でのデジタ

ル化を進めていくべきでありますし、今取り組

んでいる中でのペーパーレス化とか、そういう

ものも併せてやっていかなければなりませんが、

やはりキーポイントは何なんだということをき

ちっとつかまえた中でのデジタル化を進めてい

くべきだと考えております。 

○長澤長右衛門議長 次に、７番谷江正照議員。 

〔７番 谷江正照議員 登壇〕 

○７番 谷江正照議員 議席番号７番、会派蔵

王、谷江正照です。 

 このたびは、令和４年度施政方針で示された

重点施策について総括質疑をさせていただきま

す。 

 令和４年度施政方針の中で横戸市長は、コロ

ナ禍の中、これから世界が目指す「誰一人取り

残さない」ＳＤＧｓの理念を本市のまちづくり

と一致するものとし、近年の頻発する集中豪雨

などの未曽有の災害対策やその要因となる温室

効果ガス排出削減に向けた取組を加速するとし

ています。そして、このような取組を通して故

郷かみのやまを次の世代によりよい姿でつなぐ

と施政方針で明らかにしています。 

 第７次上山市振興計画後期計画でも、本市の

最重要課題として人口減少と少子高齢化に触れ、

市民・関係機関・団体の皆様と協創しながら、

これは新たな言葉でございますが、施策を進め

ていくと結んでいます。 

 平成２３年３月第６次上山市振興計画後期後

期計画においても横戸市長は、「今日において

本市の少子高齢化と人口減少が鮮明となり、市

民の日常生活への影響や新たな行政課題への対

応が求められるとともに、地域活力の低下が懸

念される厳しい局面を迎えています。そして、

その対応策としては、上山ならではの暮らしや

すさを一層充実させることで人口定住を促進し、

本市を訪れる人々に安らぎと感動を与えながら、

上山らしさあふれる独自の魅力とにぎわいを創

出し、持続的に発展していくまちづくりを力強

く推進していくことが重要であります」として

います。 

 また、振興審議会の貝山道博会長の答申では、

「予想以上に進む人口減少、それに加えて子育

て世代人口の社会減少があり、その要因につい

て、結婚する、あるいは子育てが始まると、山

形市へ移住していく現象である」とはっきり述

べています。 

 その最大の理由として、生活利便性の問題が

挙げられており、日常の買物に不便を感じてい

る、特に車社会に対応したワンストップショッ

ピングの場所が近辺にない、保育所など子ども

を預かってくれる場所が少ない、山形市内に職

場があるため、職場に近い保育所のほうが利用

しやすいなどということで、どうしても山形に

移り住もうということになっております。 

 「この問題を解決するためには、子育てしや

すい環境を整備する必要があり、行政からの

様々な子育て支援策は有効だが、併せて全般的

な生活利便性の向上策も必要となります。また、

長期的には、働く場を増やさなければならず、

企業誘致を含む雇用促進策が講じられなければ
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なりません。そのためには、何よりも暮らしや

すさが実感できるまちづくりを目指して、健康

でつなぐまちづくりと地域でつなぐまちづくり

の２つを軸として、人口定住化を図ること」と

答申されています。 

 横戸市長はじめ、本市におかれては、行政の

継続性の下、この第６次上山市振興計画や答申

に沿って一貫して少子高齢化と人口減少という

不変の課題に向き合い、その後、第７次振興計

画を立案し、この課題に継続して取り組み、い

よいよ第７次上山市振興計画の仕上げの年度と

なりました。 

 この間、本市の自然を活用し、市民の健康増

進や来訪者獲得に資するクアオルト事業や、健

康経営を柱とした企業との連携、子育て世帯ほ

か多くの市民の利便性の向上に向けた大規模商

業施設の誘致、郊外には本市内外から多くの来

場者を引き寄せる大規模倉庫店の誘致、大手ジ

ェネリック医薬品製造業の誘致、かみのやま温

泉インター産業団地の整備と全区画の完売など、

着実に取り組み、実績は大変顕著なものとなっ

ています。 

 そして、昨年１１月には、誘致した大手ジェ

ネリック医薬品製造業が５００億円規模の大規

模な追加の投資を表明するなど、本市にとって

大変喜ばしいことになっています。長年本市で

稼働した食品工場の撤退がありましたが、跡地

の活用に向けて民間企業が取組を見せる中で、

多くの市民が懸念し、温泉健康都市として市民

や来訪者の健康増進を進めるクアオルト事業を

掲げる本市の大変目立つ場所にある石堂地区の

工場跡地が、このたび除却に向けて大きく動き

出しました。これにより、地域住民の安全・安

心が図られ、本市の最大の課題であり、定住者

の獲得にとってもまたとない千載一遇の大変大

きな好機であると、誰しもが考えることと思い

ます。 

 そのような本市にとって大変明るい動きが出

ている現状ですが、他方、本市から多くの人を

取り込んでいる隣の山形市において、山形駅と

蔵王駅の間に新たな駅の設置に向けた動きが出

ています。これは取りも直さず山形市が新駅の

設置による周辺エリアの住みやすさ環境の向上

により、さらなる定住者の獲得に向かっている

と言えるのではないでしょうか。 

 そして、残念なことに、本市は令和４年度か

ら過疎地域に指定されることが新聞にて報じら

れ、市民の皆様から上山市は大丈夫なのかと御

心配の声があることは市長もしっかり認識して

いると存じます。 

 そこで、第６次振興計画から長きにわたり、

継続性を持ちながら人口減少対策に取り組んで

いる本市が、このたび過疎地域指定となる人口

減少の要因と対策に向けた取組について、市長

の御所見をお伺いいたします。 

 あわせて、山形市が山形駅と蔵王駅の間に新

駅を設置する前に、本市において、しっかりと

した人口減少の対策に向けた取組が見える新年

度予算であることが必要と考えます。今年度新

規事業として３，０００万円の予算を計上して

いるオウンドメディア運営企画業務委託や、Ｓ

ＮＳを活用した官民共同情報発信等の１，００

０万円の事業などの取組、合わせて４，０００

万円が新規事業で計上されています。 

 シティプロモーションと情報発信の重要性は

認識するところでありますが、私はそれ以前に、

市民の皆様が訴えている様々な課題、特に市民

生活に密着した課題についての解消を優先し、

住みやすさの向上によるシティプロモーション

をすべきと考えます。 
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 現在の市民生活や住みやすさに直結する課題

の一例としまして、例えば、冬期間に落氷落雪

の危険がある多くの市民や来訪者が活用する駅

の安全対策、駅前なのに夜間タクシーが少なく

市民から不便だとの声、周辺地においては免許

を返納したくても代替交通にまだまだ不便があ

ること、高齢者にとっては地域の公民館まで行

くことも大変だとの声、増えていく高齢化世帯

の除雪の課題、以上のような山積する課題を抱

える本市において、その課題解消ではなく、メ

ディア戦略になぜ今４，０００万円の大きな予

算を計上するのか。そして、それらから得られ

る効果が、過疎地域の指定を受けた本市に対し

てどのようなメリットがあるのか、市長の御所

見をお伺いいたします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ７番谷江正照議員の御質問

にお答えいたします。 

 人口減少の要因と対策に向けた取組について

申し上げます。 

 本市の過疎地域指定につきましては、定住施

策などこれまでの人口減少対策に資する施策の

成果により、社会動態は改善の兆しは見えてい

るものの、自然動態の改善は依然として厳しい

ものとなったことから該当したものと考えてお

ります。 

 令和４年度以降は、過疎債等、国の様々な支

援も活用しながら、人口減少を抑制する事業や

道路整備など、市民生活の利便性向上につなが

る事業をこれまで以上に集中的に取り組んでま

いります。 

 市の施策として、人口減少対策は重要な施策

の一つであります。交流人口や関係人口の拡大

を図る施策も重要であります。シティプロモー

ションにおいては、本市の認知度及びイメージ

の向上が図られるよう、情報発信力のさらなる

強化が必要であることから、本市施策や民間活

力、地域資源の魅力を発信する拠点を整備し、

情報に触れる機会を増やすとともに、本市への

興味・関心を喚起するプロモーション活動を強

力に展開してまいります。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 では、まず市民の方か

ら多くよく聞かれる率直な疑問でございます。

人口減少に取り組んでいる本市でありますが、

山形市と隣接する天童市と本市においてこの差

が開いたのは何が違ったのかということを、市

長からまず率直にお聞きしたいと思います。 

 次に、社会動態の改善の兆しが見られている

とありますが、具体的にはどの程度見えている

のか、この部分に関してお聞きしたいと思いま

す。例えば女性の流出が止まっていないという、

また若い世代の女性の流出が特に止まっていな

いという部分に関しては、これは本市のみなら

ず多くの自治体の課題であるところであります。

女性の方が帰ってこなければ、やはり少子化対

策は遅々として進みません。この部分に関して

もお願いいたします。 

 次に、新年度事業でありますこのオウンドメ

ディアというものでございますが、シティプロ

モーションの活動指針を策定中であり、方向性

やら、目指す目的、目標が定まっていないとき

にこの大きな業務委託をすることの御説明をお

願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 天童市と上山市の差という

のを聞かれても、これは歴史的なものがあるわ

けですよね。ここ数年で差が出たわけではなく

て、あれは昭和５０年代かな、その頃から徐々
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に差が開いてきたということが言えるわけでご

ざいまして、当時の市長もおりますので、どう

いう政策を展開したとかいろいろあったと思い

ますが、立地条件もあったろうし、また特徴あ

る政策も展開したこともあるだろうし、その辺

は総合的に勘案してみないと、何で天童市と上

山市の差が出たのか。これは人口を言っている

かどうか分かりませんけれども、そこはちょっ

と私も答弁しかねるところがございます。 

 社会動態でございますが、具体的には担当課

長から説明いたします。 

 あと、若い女性が帰ってこないということに

ついては、やっぱり一つは働く場所だと思いま

すよね。働く場所がなければやはり生活できな

いわけですから、ただやっぱり本市も含めて山

形県もそうだと思いますが、事務職が非常に少

ないんですよね。上山市でいうならば市役所が

事務職で一番大きい職場になると思いますが、

そのほかの民間の会社でほとんど事務職で占め

るというような企業はあまりないわけでして、

ですから、かといって我々も製造業のみならず、

いろんなそういった事務職といいましょうか、

そういうことができる企業も考えておりますが、

しかしなかなかそういう企業にここに来ていた

だけないという現状がありますので、なかなか

難しい状況にあるのかなとは考えております。 

○長澤長右衛門議長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 社会動態の部分につ

いての補足説明を申し上げます。 

 毎年度、まち・ひと・しごと等の検証結果に

ついては御報告申し上げているところでござい

ますけれども、その中で「産んでよし・育てて

よし」の部分の目標値としております２０歳台

の純移動につきまして、策定当時２００人を超

える純移動のマイナスがあったところでござい

ますけれども、こちらにつきましては、令和２

年度の実績として７５人のマイナスまでマイナ

ス幅が減っているというような改善が見られて

いるところでございます。 

○長澤長右衛門議長 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 オウンド

メディアの予算に関して、シティプロモーショ

ンの活動方針が今策定中ということであること

に対してこの予算をつけるのはなぜかという御

質問に対してお答えいたします。 

 現在、昨年から活動方針を定めているところ

で、最終的な詰めに入っているところでござい

ます。これの大きな概念についてはおおよそま

とまってきているところではございますが、ま

だ最終的な部分にはなっておりませんが、それ

を策定して、その流れをもってオウンドメディ

アへの活用と考えております。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 大変いい部分をお聞き

したところは、社会動態の部分で非常に改善が

見られていると。本当にこれは、コロナ禍も影

響しているのかもしれません、いいことだと思

います。 

 また、市長がお話しになられました、事務職

を求める方が多いのだけれども、その職業がな

かなかないという部分に関しては、これから企

業の事務部分がＡＩ化が進んだり、ロボティク

ス、オートメーションなどが進むことによって、

ますます事務職での獲得は難しい世界が来るか

もしれません。なので、女性は事務職以外にも

自分らしさの発揮や、私らしさというんでしょ

うか、そういったところに非常に引かれて地方

に移住をするような方もいるということがＮＨ

Ｋなどでも知られています。ぜひそういった取

組をしていただきたいと思います。 
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 その中で、誘致した企業がこれから５００億

円の事業投資をしていくというところは本当に

すばらしい、喜ばしいことだと思います。この

部分に関して、より企業への就労などによって

定住・定着していただければと強く願うところ

であります。 

 それでは続きまして、今シティプロモーショ

ンの部分で課長からもお話ありました。私なり

にオウンドメディアに関しましていろいろ勉強

させていただきました。聞き慣れない言葉でも

ありますし、庁内の中ではこの言葉を知らない

方もいらっしゃいました。このオウンドメディ

アの法則という部分で、一般的な部分でありま

すが、目的と成果が明確に定義されていること、

目的に沿った運用がされていること、成果獲得

に向けたストーリー、戦略の設計、これらを継

続と改善を続けながら行っていくことが成功す

るオウンドメディアの法則と言われています。 

 課長の説明では、今策定中のものにつけてい

く事業であるとのことでしたけれども、成功す

る法則からするとちょっと違うのかなと思うと

ころがあります。どうも何となくコンサルタン

トありきな考えではないかなと思うところであ

ります。そして、この事業はプロポーザルと聞

いておりますが、そうなってきますと、ますま

す事業に対する成果、成功に対する要求要件が

大事であると思います。そういったプロポーザ

ルでの成果要求がしっかりできるのか、お聞き

したいと思います。 

 次に、シティプロモーションでございます。

シティプロモーションがこの予算の部分では大

変取り上げられております。シティプロモーシ

ョンの目的は自治体を維持していくことと書い

てあるところもございました。そして、シティ

プロモーションは、外向きの要素ばかりだけで

はなく、住みやすいまちであることこそが第一

義であり、まず市民生活の課題解消や暮らしや

すさの向上の取組もシティプロモーションと言

えます。そして、何より今コロナ禍でまちなか

が疲弊し、人口減少に歯止めがかからない中で、

まだまだ足元の市民生活の改善においてやるべ

きことは山積していると言えるのではないでし

ょうか。 

 そのような今の本市において、オウンドメデ

ィアに業務委託をしても、足元の市民生活が充

実していないまちに来てくださいと言って来て

いただいても、十分な受入れができないのでは

ないかと。かえって、来たけれどもバスもタク

シーも少ないな、来たけれどもまちが暗いな、

これはやはり来ていただいてかえってもったい

ないことになってしまう心配があります。その

ような現状をやはり、第１問目の中でも申しま

したが、今明らかになっている市民の生活の不

便や課題の解消にまず取り組むことが第一義的

ではないかと考えるわけであります。 

 まちの元気は、住む人の数、定住者獲得によ

る人口減少対策と、それに向けた直接的な取組

が必須であると考えます。県都の隣であります

のに過疎地の指定となる本市から、逆に隣の山

形市から多くの人を取り込んでやろうという、

そういった強い気概がある取組に予算立てが見

えないところも少し私なりに感じるところであ

ります。 

 高速道路のインターチェンジを南北に有し、

新幹線で首都圏まで２時間半、仙台までは高速

バスで１時間弱、それぐらいでアクセスできる

駅のすぐ近くの土地の開発がこれから始まる本

市であります。これは山形県内においても定住

者を獲得する大変大きなアドバンテージと私は

考えております。まずはしっかりと定住者を増
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やすことに注力し、定住者が増えることで見込

まれる消費活動の促進による、このことによる

事業者の誘致、やはり住む人と事業者の誘致は

もう市長もしっかり認識していらっしゃいます

ので、大事だということでございます。 

 自治体の活力の源は住む人の数です。交流人

口の拡大も活力と言えますが、まずは定住する

人を増やすことが基本だと思います。そして、

住む人の力の源は住みやすい環境や働きやすい

環境、子育てしやすい環境、年を取っても暮ら

しやすい環境であることは間違いないものでは

ないのでしょうか。その環境の実現に向けた施

策こそが横戸市長をはじめ行政の大きな役割、

使命である私たち議会も同様で考えております。

そして、住みやすい活気あふれる元気なまちづ

くりを実現していくことで注目を集めていくこ

とがシティプロモーションの本意であり、必ず

や定住者の獲得につながり、よい循環になるも

のと考えます。 

 これから脱炭素社会の到来に向け、自動車の

電動化の動きがあります。この自動車の電動化

におきましては、関連産業においては４割に

様々な大きな影響があると言われています。本

市においても自動車に関わる企業が多数存在し

ています。１００年に一度のコロナ禍、脱炭素

の取組も１００年に一度となっております。廃

業した旅館や休業した旅館、まちづくりの拠点

として長年寄与してきた長屋門ギャラリーなど、

市内にはまだまだ取り組むべき課題があります。

これらをしっかりとよくしていくこともシティ

プロモーションではないかと私は思います。 

 何より１００年に一度のコロナ禍で疲弊して

いるまちを何とかする。これら足元の課題の解

消に向けていくことがシティプロモーションの

今なすべきことと考えますが、この部分に関し

て市長の所見をお伺いしたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 議員の言うことももっとも

だと思います。ただ、我々行政だけではなくて、

市民の代表である議員の先生方もやはり力を合

わせてやっていくということが非常に大事だと

思いますし、最初に挙げられた雪が落ちるです

とか、これは我々もやっていないわけではなく

て、併せてやっているわけですよね。ですから、

その中でやはり上山市というのは観光が一つの

目玉ですよね。農業も目玉ですけれども、おか

げさまで工業出荷額も大分伸びてきましたけれ

ども、やはり、それができるまでシティプロモ

ーションをやらなくていいのかと。それが全部

整ったときまで我慢していられないのかという

ことと私はちょっと今の話の中でそのように聞

こえました。 

 そうではなくて、やっぱり今現在ある中での

上山の観光というものをどう知っていただくか

という、そしてまた多くの皆さんに来ていただ

くかということは大事なので、整備が終わって

からと、車の両輪ですよ、お互いにやはり。例

えば観光客が来て道路が悪いと言えばこれは道

路をきちっと直すとか、やっぱりそういうこと

を走りながら仕事をしていくというとちょっと

表現が悪いかもしれませんけれども、やっぱり

そういったこともやっていかないと、全部整っ

たからぜひどうぞ来てくださいというような時

代ではないわけですし、それまで待てるのかと

いうこともあるわけでございます。 

 ですから、それはいろんなことがあろうかと

思いますけれども、でもやはり、今までも上山

市は宣伝が下手だねとよく言われました、私は。

いろんな方々から言われました。でも、やっぱ

りそのときそのときあったわけですけれども、
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でも改めて今回そういったファンクラブもつく

ったり、ふるさと納税で多くの方々に支援をし

ていただいて協力していただいたり、そういう

人たちにぜひ上山に来ていただくということも

一つの方法でありますので、それはただ一つの

政策だけで物事なんて解決しないわけですから、

いろんな重複した施策を展開して初めて効果と

いうものは表れるわけでございますから、ぜひ

その辺は御理解をいただきたいと思いますし、

また議員の皆さんからも、ここが悪いぞと、も

っと直せとか、そういったことをどんどん言っ

てもらって、それは叱咤激励という形での議論

をさせていただければ、やはり小さなまちでご

ざいますので、お互いがみんな協力し合ってこ

のまちをつくっていく、そして、多くの方々に

来ていただくということの考えはみんな一致し

ていると思いますので、そういった気持ちで御

理解をいただきたいと思っています。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２８ 特別委員会（予算）の 

       設置及び議案の付託 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２８、特別委員会

の設置及び議案の付託であります。 

 ３番佐藤光義議員。 

○３番 佐藤光義議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております予算議案１４

件は、全議員をもって構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま３番佐藤光義議

員から、予算議案については、全議員をもって

構成する予算特別委員会を設置し、これに付託

の上、審査されたいとの動議が提出され、所定

の賛成者がありますので、動議は成立いたしま

した。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算議案１４件については、予算特

別委員会を設置し、それに付託の上、審査され

たいとの動議は可決されました。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩いたします。 

    午後 ０時０７分 休 憩 

                  

    午後 ０時０８分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 予算特別委員会の正副委員長の互選をお願い

いたしました結果、委員長に中川とみ子議員、

副委員長に川崎朋巳議員が互選された旨の通告

がありましたので、御報告申し上げます。 

 なお、予算以外の議案については、お手元に

配付いたしました付託表のとおり所管常任委員

会に付託いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２９ 報告第１号 損害賠償 

       の額の決定についての 

       専決処分の報告につい 

       て 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２９、報告第１号

損害賠償の額の決定についての専決処分の報告
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についてを議題といたします。 

 報告を求めます。副市長。 

〔山本幸靖副市長 登壇〕 

○山本幸靖副市長 ただいま議題となりました

報告第１号損害賠償の額の決定についての専決

処分について御説明申し上げます。 

 令和４年１月２５日午前１１時頃、上山市金

谷地内において、損害賠償請求者が所有する車

両の一部が破損した事故で、これにより生じた

損害額２万２，０００円を賠償するため、専決

処分を行ったものであります。 

 事故の内容につきましては、公用車が駐車す

るため後退した際に、駐車してある車両に接触

し一部破損したもので、これにより生じた損害

額を賠償するものです。 

 以上、地方自治法第１８０条第２項の規定に

より報告いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

散  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で本日の日程の全部

を終了しました。 

 これをもって散会いたします。 

    午後 ０時１１分 散 会 
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